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学長　今日は、学生自治会の皆さんにお集まりいただき
ました。高校時代のこと、高田短期大学を選んだ理由、
短大に入学しての印象、そして将来の夢や目標などにつ
いて、皆さんの率直な思いを聞かせてください。

高校で楽しかったことは？

河杉　デザインを学べる高校で、自分が好きなデザイン
をずっとできる環境だったので、すごく楽しかったです。
阪　高校の家庭部で裁縫に取り組み、作品が完成した
ときの達成感が印象に残っています。また、部員と支え合
う大切さを学びました。
徳井　文化祭で、クラスのみんなで協力して出し物をつ
くったことがとても楽しかったです。
筒井　私の高校は90分授業制だったので、放課後の長
い時間をすごく有効に使えました。また、野球部のマネー
ジャーとして遠征や甲子園も経験し、とても充実した楽し
い高校生活でした。
海野　学校のスポーツ大会のバレーボールにクラスで
出場したとき、私は中学でのバレーボールの経験を生か
して参加しました。放課後にみんなでバレーボールの練
習をする中で友達の輪が広がり、友達も増えてとても楽し
かったです。
加田　高3の文化祭のとき、クラスで劇に取り組み、『や
るなら一番を目指そう』と、先生も交えてみんなで協力し
ました。放課後も集まったりする中で交流が深まり、クラス
全体の雰囲気が良くなったことがとてもうれしく、心に残っ
ています。
学長　本学では仏教精神を建学の精神としています。
聖徳太子の「和をもって貴しとなす」という言葉にもある
ように、お互いを尊重し、話しあって協力しあう「和」の心
を大切にしています。皆さんのお話を聞いていると、高校
時代からすでに、友だちや先生方との関わりの中で、この

「和」の心を自然に大切にしてこられたことが伝わってき
ます。これからも本学で、「和」から生まれる楽しさ、そして
楽しさの中で深まる「和」の心を大切に育みながら、それ

ぞれの夢や目標に向かって歩んでいってください。

夢は？ 高短に入ったのは？

筒井　三重では保育士イコール高田という印象しかな
かったので受験しました。講義や実習で、保育に役立つ
力を身につけたいと考えています。
海野　名古屋や四日市のオープンキャンパスにも行き
ましたし、高短には、1年生の頃から4回ぐらい来ました。
高短はその都度やることが違い、それが楽しくって他とは
ちょっと違うなと思いました。特に自然保育が楽しそうだな
と思い選びました。また家からの距離が近いのも決め手
となりました。
加田　保育士をめざしていますが、一番不安だったのが
ピアノでした。あちらこちらの大学を見学しましたが、高田
は個別に使えるピアノの台数が多くて、「練習しないと!」
というときにも使いやすそうだと感じ、それが魅力的でし
た。また、オープンキャンパスで先輩たちが講堂で劇やダ
ンスを披露してくれたことがあり、その様子がすごく楽しそ
うで印象に残りました。さらに、先生と学生の関係も、近す
ぎず遠すぎず、でもちゃんと支えてもらえるような、ちょうど
いい距離感があると感じて、「ここなら安心できそう」と思
い、高田を選びました。
河杉　将来役に立つと思うので、資格をたくさん取りた
いです。これまでに、簿記、秘書検定、ワープロ、表作成な
どの資格を取ってきました。今後、パソコンスキルを証明
するMOS（マイクロソフト オフィス スペシャリスト）検定
にもチャレンジしたいです。それに加えて、就職支援が手
厚いって聞いたので、それらの二つで入学しました。就職
支援に関しては今とても助かってます。
阪　オープンキャンパスに行ったときに、学生と先生がと
ても仲良さそうに話してるのを見て、いい距離感だなと
思ったのと、また、パンフレットとか学生から話を聞いたと
きに、留学生と日本の学生もなんかすごい仲良くてってい
う話を聞いて、いいなって思ったのと、あと社会福祉主事
任用資格と言うのが、高短ではとれるので。いいなって思
いました。私は、人の話を聞くのが好きなので、これを生か
して、相手の気持ちを理解し、相手が安心できる、思いや
りのある介護福祉士を目指したいです。
徳井　私も三重県で介護福祉士が取れる短大が高田
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しかないっていうことと、奨学金が5年働いたら返さなくて
いいっていうのが高短にあったので選びました。

オープンキャンパス、役に立ってる？

海野　子ども学科では、基本的な保育内容だけでなく、
竹を切るとか、小松菜植えて持って帰るとか色んな体験
ができてめっちゃ楽しかったです。それに、教えてくれた
学生たちがキラキラして見えて。年齢的にはそんなに変
わらないんですけど、やっぱなんかちょっと大人に見えて。

「すごい!大学生って感じでいいな･･･」とあこがれまし
た。
阪　私は住んでるところが遠かったから、1回しか行け
なかったのですが、ベッドとか使った介助や、足のフット
ケアとか体験できたから、「すごいや」って思い、「実際に
自分がやる側になりたいな」って思いました。
河杉　私は、オープンキャンパスに3,4回行ったんです
けど 、パソコンやビジネスマナー、グループワークを体験
できて、オフィスコースで学ぶことの具体的な想像がつ
いたのが、良かったですね。
学長　皆さんが進路を選ぶうえで、オープンキャンパス
が役立ったようで嬉しいです。子ども学科や介護福祉
コースでは、あこがれや学ぶ楽しさを感じ、オフィスワー
クコースでは、入学後にどんなことを学ぶかがよく分かっ
た、という印象だったのですね。

自治会に入ったのは？

海野　大学入ったら、結構周りが「やってみようよ」みた
いな感じで、企画を考えるのが楽しそうだなと思いまし
た。だから挑戦してみようと思うようになりました。
阪　1年生の高短祭のときにサポートメンバーをやっ
て、自治会の動きを近くで見て「私たちもこんなふうに
やってみたい」と思って、入ってみました。
筒井　昨年の高短祭で、2年生が頑張ってるのを見て
･･･という感じです。
学長　自治会主催の高短祭、今年も皆さんの力で大い
に盛り上がりそうですね。
海野　乞うご期待。学生自治会メンバーの人数が多い
ので、結構できることも多いかなと思っています。

要望とか悩みとかは？

学生さん達　座学の授業や教室でのグループワーク

など、専門的な勉強が多いです。大変だなと思ったりす
ることもあるけど、「2年間、頑張るしかないか」とか、友
達と一緒に受けてるから「自分も頑張ろう」って思えたり
する。入る前はパンフレットで見た川遊びや自然活動に
魅力を感じていたので、これから自然活動や野外活動も
もっと経験したいです。スクールバスは、終点が大学か
津駅なので、降りるタイミングを気にしなくていいので少
し寝たりして体力を温存できる。それに無料なのがあり
がたいです。
学長　２年間で多くのことを学ぶので、大変に感じるこ
ともあるでしょうね。ただ、皆さんはそれぞれしっかり目標
を持って頑張っていて、とても頼もしく感じます。また、川
遊びの写真は、以前のゼミで自然保育をされている園
にお邪魔したときのものですね。それぞれのゼミでは、焼
きイモづくりや流しそうめんなど、さまざまな体験活動を
行っているので、皆さんも「やってみたい」と思うことを積
極的に提案して、先生方と一緒にいろいろな活動に取り
組んでみてください。
筒井　保育士を目指して入学したけれど、実習で実際
の現場を経験する中で、「自分に向いているのかな」「本
当になれるのかな」と不安になることがあります。周りにも
同じように悩む友人が多く、なりたい気持ちはあるのに、
現実が見えてきたことで怖さを感じることもあります。
学長　たしかに、仕事の大変さや現実的な部分が見え
てくると「自分にできるかな」、「大丈夫かな」って不安に
なりますよね。でも、それは保育士に限らず、どの仕事を
目指すとしても同じように起こりうることだと思います。だ
から、そういうときは「どうして自分はこの仕事を目指した
のか」という原点に立ち戻って考えてみることが大切だ
と思います。そのうえで、「やっぱりやりたい」と思えるなら
進めばいいし、迷いがあるなら、改めて自分の進路を考
え直してみるのもいいと思います。また、一人で抱え込ま
ず、同じように悩んでいる友達と話したり、先生に相談し
たりするのも大事だと思います。悩んだり、相談したりす
る時間も、大切にしてほしいです。
筒井　すごい、悟りに導かれた…みたいな。（笑）すごい
今いい気持ち。めっちゃ、心動かされました。
学長　相談したいことがあったらいつでも学長室に来て
ください。
筒井　毎日通いそうです。（笑）

学長　今日、皆さんのお話を聞いて、楽しく協力し合う
姿勢、夢に向かって努力する意気込み、悩みながらも仲
間と支え合って前に進もうとする姿、そして自治会活動
に取り組む意欲を感じることができました。また、皆さん
の発言の随所に、本学が大切にしている「和」の精神が
息づいていることも嬉しかったです。これからも、仲間や
先生方とのつながりを大切にしながら、充実した学生生
活を送っていってください。

全員　ありがとうございました。

� （聞き手●大野●照文）
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心が動く体験が学びを深くする！
　子ども学科では、学内での専門的な学びと保育現場で
の多様な体験を通して、学生の一人ひとりの「学びたい」
という気持ちを大切に育んでいます。子どもたちとの出
会いや感動、発見は、保育の楽しさや奥深さを実感する
大切な学びへとつながります。実習のみならず、ボラン
ティアや学内にあるおやこひろばでのあそび場つくり
など、心が動く体験を数多く取り入れることで、学生の
知的好奇心や主体性を引き出し、自分らしい保育者像を
描けるような工夫をしています。仲間とともに支え合い
ながら成長し、子どもたちの未来を支える保育者として
大きく羽ばたける力を育んでいきたいと思います。
� （子ども学科長　長倉　里加）

「つくる」をテーマに -亀澤ゼミナールの取り組み-
　当ゼミでは、「つくる」をテーマに活動に取り組んで
います。活動内容は全員で協議し、それぞれの関心を大
切にしながら計画を立てました。造形の授業では体験で
きなかった素材や、挑戦してみたかったことを中心に、
前期はレジンで作るボンボンドロップシール、アイロン
プリント、流しそうめんなどに取り組む予定です。活動
計画を立てるなかで学生の関心や選んだテーマを見て
みると、流行や時代の空気を敏感に感じ取る新鮮な感性
を感じます。ゼミがスタートして約１か月、学生の取り
組み姿勢も様々です。友人同士で話しあいながらすすめ
ていく学生がいる一方、一人で黙々と掘り下げながら製
作に取り組む学生もおり、それぞれ異なっています。必
ずしも図工・美術が得意だった学生ばかりではないもの
の、「つくる」ことに関心を持ち、それぞれの仕方で探求
しています。教員自身も初めて触れる素材があり、手探
りでの取り組みですが、とくに指導しなくても試行錯誤
を重ねながら、自ら製作に取り組む学生の姿が印象的で
す。ゼミ活動での学びを通して、将来、自分の保育や人生
に活かせるような、小さな種をたくさん見つけてほしい
と考えています。

� （子ども学科　亀澤　朋恵）

保育体験 -保育を見る・知る-
　１年次夏季休業中に、保育の１日の流れ、子どもや保
育者の姿を見る・知ることを目的とした保育体験を令和
7年度生からスタートしました。取組みの理由は、従来の
入学生よりも保育の場や子どもとのかかわりの経験が
少ないことから実習経験にプラスできる機会を創出し
たい、ということからです。保育体験には、本学の連携協
定市（津市・鈴鹿市・松阪市・亀山市）の公立園と私立認可
園（三重県私立幼稚園・認定こども園協会・三重県私立保
育連盟に所属する園）にご協力いただきました。
　学生の自主参加とし、希望する園があれば複数園参加
できることとしました。最初の実習（１年次11月）前に
現場を知りたい、園の保育内容に興味・関心がある、就
職先候補にしたい等、参加の理由はそれぞれに持ちなが
ら、約60名の学生（複数園参加の延べ人数は約90名）が
体験を行いました。体験後のアンケートからは、「改め
て、保育の難しさや大変さを感じたが、それ以上にやり
がいのある仕事だと思い、保育士になりたいという気持
ちが強くなり、よい経験ができよかった。複数の園に行
くことにより、それぞれの園の良さが分かりよかった。」
「異年齢保育の内容を知ることができた。子どもの背景
を考え接することの大切さや、環境構成の重要性を学ぶ
ことができた。」「嬉しいことに子どもたちに好かれて色
んな子からこっち来て！と言われたが、同時には行って
あげられないため、そのような時の対処も難しかった。」
など、実際の体験からしか得られない気づきや学びが多
く挙げられました。
� （子ども学科　福西　朋子）

子ども学科

新たな資格に挑戦!!
　本学では今年度よりおもちゃインストラクター資
格の取得が可能となりました。子どもの発達段階
に応じたおもちゃの選び方や遊びの工夫など基本
的スキルを、講義と実践を通して体系的に学べま
す。また保育者としての遊びのレパートリーが広が
り、実習にも役立ちます。本学の学生はもちろん、
地域の方にも受講していただけるため、世代を超
えた交流の機会にも
なります。保育や子育
て支援の現場で即戦
力として活かせる資格
です。開催日は11月
1日（日）です。詳しく
は本学ホームページ
をご覧ください。

Check!
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してきました。
　今年度からは育児文化研
究センターが取り組んできた
「子ども」「子育て」に関する
主な事業を、子ども学科が
担っていくこととなりました。
中でも、「おやこひろばたかたん」や「ファミリーデー」には
今まで以上に学生が運営に携わり、学生の学びの場として
いきたいと思っています。
　他の地域連携に関する事業については、子ども学科だ
けではなく大学が一丸となって進めていくために、「地域
連携支援スタッフ」を配置しました。「高田短期大学と一緒
にこんなことはできないだろうか」とか「学生と一緒にこう
いう活動をしてみたい」などの本学への要望をお待ちして
います。今後も、高田短期大学は今まで以上に地域との連
携や貢献を大切に歩んでいきたいと考えています。
� （子ども学科　青木　信子）

育児文化研究センター昨年度の活動と今後
　育児文化研究センターは、20年以上地域子育て支援事
業として様々な活動に取り組んできました。
　昨年度は「おやこひろばたかたん」や「ファミリーデー」と
して親子や家族でのあそび場を開催し、多くの地域のご家
族に遊びに来ていただきました。また、センター主催事業
として音楽のアトリエMUSICANOによる「音楽で楽しむ
はじめて音楽会」を行い、親子でバイオリンやピアノなどの
本格的な生演奏に触れ、とても贅沢な時間を過ごしていた
だくことができました。さらに、津市の委託事業として父と
子で一緒に木工体験ができ
る「父と子のふれあいイベン
ト」を行い、非常に好評でし
た。他にも、様々な事業に取
り組む中で、地域社会との連
携や貢献という役割を果た

育児文化研究センター

短大での生活
子ども学科２年　近藤　可菜
　高田短期大学に入学してから、早く
も１年が経ちました。授業や実習、学校行事などを通
して多くの経験をしましたが、特に印象に残っている
のは実習です。実習へ行く前は、子ども達とうまく関
われるか、園の雰囲気に馴染めるのかなど、不安な気
持ちでいっぱいでした。しかし、実際に実習を行う中
で、先生方の保育の工夫や子ども達一人ひとりとの関
わり方を学ぶことができました。また、子ども達と一
緒に活動を楽しむ中で、小さな成長や変化に気づく
ことができ、保育のやりがいや楽しさを感じました。
そこで日頃の授業や実習は、保育者になるために欠
かせない大切な学びの時間だと感じています。短大
で学んだことを活かし、現場でも笑顔を大切にし、行
動できる保育者になれるよう頑張りたいです。

在学生の声

①勤務先・進学先　②就職して嬉しかったこと、辛かったこと
③将来の夢　④高田短大とは　⑤後輩へのメッセージ
保育者になってみて
子ども学科　令和７年度卒　上村　華凛
❶玉城町立有田保育所　❷子ども達に名前を覚えてもらえ、呼んでくれた
瞬間がとても嬉しかったです。初めは名前を間違えたり、すぐに出てこな
かったりしていましたが、徐々に覚えていき呼んでくれた子どもの人数が
増えたときにとても嬉しく感じました。 ❸子どもの気持ちを尊重した保
育者になりたいです。大人の価値観で決めつけるのではなく、子どもの話
をしっかりと聞いて考えていきたいです。子どもと一緒に楽しい毎日を過
ごしていきたいです。 ❹保育者になりたいという共通の気持ちを持った
友達に出会える場所だと思います。実習で嬉しかったことや辛かったこと
を共有し、気持ちを分け合うことができ、友達の意見を聞くことで自分自
身が成長できる場でもあると思います。 ❺社会人として働くと、友達と休
みの日を合わせたりすることが難しくなり遊ぶことができなくなってきま
す。学生の間にたくさん遊び、楽しい学生生活を送ってください！

卒業生からのメッセージ

委託訓練生委託訓練生の学生さんの学生さんににインタビューインタビュー
を明確に持つことが出来ました。まだ、施設実習（2年次6月）に
は行ったことがなく、それを受けてから決めようと思っています
が、保育園で働きたいと思うようになりました。� （桒原さん）

●好きな授業は何ですか？
　私の好きな教科は、「子どもと人間関係」です。この教科では、
子どもに関わる様々な事例をグループで検討します。話し合い
を通して他の人の考え方や関わり方を知ることが出来、新たな
視点に出会えます。そうした経験から、自分の考え方や振る舞
い方の幅が広がるところに魅力を感じています。�（田端さん）

●高田短大での生活について
　久しぶりの学校生活で不安もありましたが、訓練生のメン
バーと話す時は、いつも楽しく元気をもらっています。実習中
に辛かったり、不安になった時も訓練生のメンバーと支え合
いながら頑張っています。現役生とも仲良くなれることがで
き、勉強は大変ですが、沢山の人に支えてもらいながら、日々
頑張ることが出来ています。� （益倉さん）

●学び直しの良いところはどんなところですか？
　私は元々勉強が得意だったわけではなく、10代のころは
面倒くさいといったマイナスなイメージを持っていました。し
かし、一度社会人を経験してから学び直しをすることで、自ら
学ぼうとする前向きな姿勢で、楽しく充実した日々を過ごせ
ています。� （大谷さん）

●実習をやってみた感想について教えてください
　保育職の資格を取得後の進路について、漠然としたイメージ
でしか考えられませんでしたが、幼稚園（教育実習）と保育園（保
育実習）の2度の実習を経験して、保育の仕事に関するイメージ

※委託訓練とは、一定の条件を満たす方が三重県の指定する機関で勉強し
国家資格を取得し正社員での就職を目指す制度です。

子ども学科２年生
桒原 優輝 さん
大谷 愛乃 さん
益倉 恵音 さん
田端 希帆 さん
� （左から）

　本学では委託訓練生として社会人経験のある学生さんも学んでい
ます。社会人経験を経てどのような学び直しをされているのでしょう
か。４人の学生さんにお話をうかがいました。
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伊東ゼミ・夏季合宿
　昨年９月、伊東ゼミ１年生が１泊２日の夏季合宿を実施し
ました。観光経営学のゼミ学生として卒業研究の遂行に
活かせる視座を得ることが目的で、大阪・関西万博や大阪
市内の観光資源を視察しました。
　視察を通じて、ゼミ学生
は次の２点を学んだと捉え
ています。第１点は、日常
生活圏と非日常生活圏の
ギャップです。特に、大阪・
関西万博のパビリオンは、
各国の異なる歴史や文化か
ら形成された価値観を肌で
感じられる貴重な場となり
ました。
　第２点は、情報の信憑性
です。様々な思惑で開幕前からネガティブキャンペーン
が繰り広げられていたものの、9月8日の視察当日は入場
ゲートから大混雑が続き、メディアを通じて得た断片的な
情報が実態と大きく乖離していることに気付く機会となり
ました。
　これらの学びを基に、各ゼミ学生が自身で訪れたパビリ
オンの国を研究対象として、観光政策に関する卒業研究レ

ポートを執筆しています。
� （オフィスワークコース　伊東　秀幸）

オフィスワークコースセミナー連続講座
今さら聞けないパソコン基礎講座（川喜田ゼミ）
　川喜田ゼミでは、キャリア育成学科オフィスワークコー
スセミナーとして「連続講座 今さら聞けないパソコン基
礎講座」を実施しました。おかげさまで、今年４年目を迎え
ました。第１回は２年生がExcel基礎を、第２回は１年生が
Excelグラフ作成を担当し、地域の方々にパソコン活用の
楽しさを体験していただきました。
　参加者の約半数がリピーターの方々で、「ぜひ続けてほ
しい」「今すぐ来年度の申し込みをしたい」という温かいお
言葉をいただきました。第２回では学生が一部の内容で
講師役を務めるなど、学生のスキルアップを実感できる場
面も見られました。毎回足をお運びくださる方々がいらっ
しゃることは、学生たちの大きな自信となり、サポート力の
向上につながっています。
　令和８年度はMS-Officeを活用した動画づくりや絵手
紙作成にも挑戦し
ます。パソコンを通
じて地域と学生が
互いに学び合い、
ともに成長できる
場としてこれから
も発展させてまい
ります。
� （オフィスワークコース　川喜田　多佳子）

キャリア育成学科
オフィスワークコース

●キャリアガイダンスⅡ
　（グループディスカッション講座・メイクアップ講座）
　２月12日（木）、キャリア支援を目的とした科目「キャリア
ガイダンスⅡ」において、グループディスカッション講座と
メイクアップ講座を実施しました。いずれの講座でも、学
生は外部講師による説明を受け、実践を交えながら就職
活動に向けた準備について学びました。
　前半のグループディスカッション講座では、与えられた
テーマに基づいて意見交換を行いました。学生たちは、メ
ンバーの発言に耳を傾けながら、自分の考えを伝える姿
を見せていました。
　後半のメイクアップ講座では、化粧品メーカーの講師か
ら、就職活動にふさわしいメイクアップの基本についてご
指導いただきました。参加した学生は、実際にメイクを試
しながら、身だしなみや第一印象を整えるポイントを学び
ました。
　新年度を迎え、内定を得ている学生も増えてきました。
今後も、地域の外部講師の方々にもご協力いただきなが
ら、早期化する就職活動に対応した授業を展開していき
ます。� （オフィスワークコース　伊東　秀幸）

オフィスワークコース

就職活動の取り組み

後半のメイクアップ講座の様子

前半のグループディスカッション講座の様子
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　オフィスワークコースでは、ゼミナールや学外授業で
地域活性化に取り組んでいます。昨年度実施した取り
組みを紹介します。

「一身田七夕まつり」（川喜田ゼミ）
　令和7年7月
5日、地元・一身
田寺内町で開催
された「一身田
七夕まつり」に、
川喜田ゼミ2年
生が参加しま
した。一身田青年団の皆さんとともに企画段階から携
わり、当日は地元「臼井織布」さんの伊勢木綿着物をま
とったゼミ生が、子どもたちに向けたゲームコーナーを
笑顔で運営しました。今年で3年目を迎えるこの取り組
みを通じ、短大での学びを地域の舞台で活かしながら、
まちの賑わいづくりへの貢献を続けてまいります。

歴史ある門前町の魅力を絵地図に
� （江淵ゼミ）
　大学近郊の商店街「一身田寺内町」。この地域の活
性化に関する取り組みとして、昨年度は「絵地図」の制
作を行いました。学生たちは実際にまちを歩き、映えス
ポットや食べ物など、地域の魅力を調査。制作の過程で
は、地域の商店街や百五総合研究所、津市役所の方々

に向けて発表を
行い、地図に載せ
る内容や伝え方
について助言を
いただきました。
こうして、学生な
らではの発見を

盛り込んだ地域の魅力を伝える絵地図となりました。

榊原地域の魅力探し
� （チームプロジェクト演習Ⅱ）
　令和7年7月28日（月）に、チームプロジェクト演習Ⅱ
の報告会を津市榊原地
域の事業所２か所で実施
しました。本科目は、津
市の地域資源が持つ魅
力を若者目線でデザイン
し、オフィスワーカーとし
て求められる企画立案
能力の確立を目指す科目です。令和７年度は、前年度
から引き継いだ「地域に必要とされるゴルフ場の実現」
をテーマとして掲げ、ロストボールを地域通貨として活
用するプロジェクトの具体的な施策を検討してきまし
た。学生の報告に対して事業所の皆様から、課題や今
後の展開につながる有意義な指摘をいただきました。

� （オフィスワークコース長　野呂　健一）

１年を振り返って
キャリア育成学科
オフィスワークコース２年　田中　杏奈
　この一年は就職活動への準備と貴重な体験が詰まっ
た、あっという間の一年でした。
　特に心に残っているのは、ゼミの仲間と訪れた大阪万
博です。普段の生活では触れる機会の少ない他国の魅力
を直接肌で感じられたことは、私にとって大切な思い出
になりました。
　そんな心弾むひと時の一方で、将来に向けた自分磨き
も本格化しました。マナー講習や面接対策など、年末に
向けて実践的な準備を重ね、自らの将来を真剣に考える
実りある日々を過ごしました。早い段階から動き出した
ことで自身の課題も明確になり、少しずつ自信を持てる
ようになったと感じています。
　「広い視野」と「学ぶ姿勢」を大切にし、２年生では社
会人として即戦力になれるよう専門知識の習得に励み
たいと思います。

在学生の声

①勤務先・進学先　②就職して嬉しかったこと、
辛かったこと　③将来の夢　④高田短大とは
⑤後輩へのメッセージ

人に恵まれた社会人生活
キャリア育成学科
オフィスワークコース　令和７年度卒　薮谷　宝寿
❶松阪ケーブルテレビ・ステーション株式会社　❷嬉しかった
ことは職場の方々が優しく、相談しやすい環境であることが嬉
しかったです。また、人に恵まれてると感じました。さらに、自
分がイメージしていた仕事内容と実際の仕事内容の差が無い
ので、自分のしたかった仕事が行えているため、良いところに
入社できたと思いました。 ❸将来の夢は家庭を持つことで、
その為に貯蓄苦手だけど、頑張ってます！ ❹高田短大とは、新
しい友人との出会いで今までとは違う楽しさがあって入学し
て良かったと思いました。また、授業では資格取得や実務的な
ことを突き詰めてできるので、自分にとっては合っていたなと
思っています。 ❺今いる友人とたくさん思い出を作って楽し
みつつ、就活では自己分析を特に取り組んでみてほしいと思い
ます！

卒業生からのメッセージ

オフィスワークコースの地域貢献活動
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介護の多様な魅力と実践を発信
　介護福祉コースでは専門知識や技術の修得にとどま
らず、学生が体験を通して主体的に学べる多様な魅力あ
る活動を展開しています。

学生の声を地域へ発信し、魅力を共有
　昨年度は、FM三重ラジオ放送の番組に在学生、卒業生
（留学生）、教員が出演し、高田短期大学で学べる介護の
魅力を広く発信することができました。その中で、本学
を選んだきっかけや介護の仕事のやりがいなどを語り
ました。

学術的な体験から介護福祉を見つめる
　「介護福祉士会第32回全国大会・第23回日本介護学会
inみえ」の基調講演に参加しました。介護福祉の現場や研
究の最前線に触れる機会を持つことで、キャンパスで学
んでいる内容がさらに深まる可能性を感じることがで
きました。

新たな介護福祉の魅力を探る
　三重県介護福祉士養成施設協議会主催のFM三重のラ
ジオ放送に学生に参加してもらいました。美容職のキャ
リアがある学生で、介護×美容についても触れ、これま

で培ってきた経験を活かすこともできる介護福祉の仕
事の魅力をアピールすることができました。

ゼミでの心が通い合う交流
　国家試験合格に向けて、新しい取り組みをスタートし
ました。２年間の学習の成果である国家試験が合格でき
るように、模擬問題に取り組む機会などを増やし、これ
までの学びの定着を図ってきました。また、伊勢志摩の
「いばら饅頭」づくりや東北地方の「芋煮」づくりなど各
地の郷土料理作りを通じて心温まる交流を深めること
ができました。

介護福祉コースの目指す人材育成
　昨年度の取り組みを通して、学生自身が「なぜ介護福
祉を学ぶのか」を見つめ直す言語化のプロセスであり、
地域社会とのつながりを実感できる機会だったと思い
ます。介護福祉士会の全国大会や日本介護学会への参
加、ゼミでの交流は、専門職としての視野を広げ、「人が
人を支えること」の意味を再考する、実践的な学びだと
思います。
　介護福祉コースの目的は、単に生活支援技術を提供す
る人材ではなく、多様な背景を持つ人々の「その人らし
い生活」を総合的に支えるプロフェッショナルを育成す
ることにあります。これまでのキャリアや世代や国籍を
超えた経験が、介護福祉現場に新しい風を吹き込むと確
信しています。
　これから、介護福祉士を目指そうと考えている皆さ
ん。介護はこれまでの経験や優しさがすべて活かせるク
リエイティブな仕事です。ぜひ、高田短期大学で一緒に
新しい介護福祉の形を見つけましょう。
� （介護福祉コース長　小倉　和也）

キャリア育成学科
介護福祉コース
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ながら交流を深めることができました。
　この記事を読んでくださっている皆様、当センターの
学びは、地域と密接につながる内容に溢れています。多
くの人との出会いを大切にしながら、生きた介護福祉を
本学介護福祉研究センターで学び合いましょう。

� （介護福祉研究センター長　小倉　和也）

●地域と現場をつなぐ介護福祉研究センター
　介護福祉研究センターでは、介護福祉の魅力の探究の
ため実践的な活動を行っています。昨年度の主な取り組
みをご紹介します。
　一つ目は施設への訪問実践です。フットケアがご専門
の東海林先生とゼミ生が「報徳園」を訪問し、利用者様に
直接フットケアを行いました。
　二つ目は、「介護研究初級セミナー」の開催です。「介
護研究って何だろう？」という初歩の視点から、介護の
質の向上を目指すための研究について学び合う場を作
りました。
　三つ目は、地域に向けた「介護福祉セミナー」です。認
知症の基礎知識を学ぶとともに、「愛風さんの音楽ＤＥ
リフレッシュ」と題して、心温まる懐かしい音楽を聴き

介護福祉研究センター

将来につながる学び
キャリア育成学科
介護福祉コース２年　谷　涼菜
　私は高田短期大学の介護福祉コースで学び、多くの
経験をすることができました。授業では介護技術だけ
でなく、相手を思いやる気持ちの大切さも学びました。
　特に印象に残っているのは介護実習です。最初は緊
張して利用者の方とうまく話せませんでしたが、自分
から積極的に声をかけることで少しずつ信頼関係を築
くことができました。利用者の方から「ありがとう」と
言っていただけた時は、とても嬉しく、介護にやりがい
を感じました。
　また、クラスメイトと協力して課題や実技練習に取
り組んだことも大変でしたが学びに繋がりました。大
変なこともありましたが、友人や先生方に支えられな
がら成長していくことができました。

在学生の声

①勤務先・進学先　②就職して嬉しかったこと、
辛かったこと　③将来の夢　④高田短大とは
⑤後輩へのメッセージ

初めて働いてみて
キャリア育成学科 介護福祉コース　令和７年度卒　葛西　勇太
❶ケアフル亀山 特別養護老人ホーム亀寿園　❷利用者様の笑顔
や感謝の声をもらえた時です。声かけ一つで表情が変わることも
あります。仕事では段取りを立てて進めなくてはいけませんが、そ
れが難しいです。しかし先輩方は「何度でも質問をしてください」
とおっしゃってくれます。 ❸利用者様の笑顔を増やせる介護士に
なりたいです。そのためには利用者様一人一人の個性を知ること
や、少しの変化に気づく必要があると考えます。 ❹先生方が優し
く、悩みも聞いていただけると思います。そして専門教科を通じて
学びが深まると思います。 ❺私はしていませんが、長期でバイト
やボランティア活動をすると、段取りを立てる力がついて良かっ
たかもしれません。

卒業生からのメッセージ

●外国人留学生支援室について
　本学の留学生支援室では、多様な背景を持つ学生が安
心して学業に励めるよう、多角的なサポート体制を整え
ています。
　専門科目の理解を深めるための日本語学習支援を軸
に、個別指導や学習相談を随時実施し、確かな専門性の
修得を支えます。また、現場での実習や地域の文化交流
行事への参加等を通じ、生きた日本語と日本文化を肌で
感じる機会をサポートしています。
　私たちは、異文化への理解と共感に基づいた「共生の
学び」を大切にしています。卒業後の進路を見据え、就職
活動支援も含めた一貫したフォローアップを行い、一人
ひとりが日本で、あるいは母国で自分らしく輝ける未来

を全力でバックアップしてまいります。
� （外国人留学生支援室長　北川　裕之）

外国人留学生支援室

日本語補習講座で楽しく学びながら、日本語力の向上を目指す学生
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学生相談室より
　学生相談室は２名のスタッフが常駐しており、みなさ
んが充実した大学生活を過ごせるようにサポートして
います。相談に来られた方のお話を丁寧にお聴きして、
これからどうすればよいか一緒に考えます。
　相談内容は、友達や先生、家族といった対人関係に関
することから、学習・実習や進路に関することまで、様々
です。「自分」についてより深く理解するためのアンケー
トや検査も可能です。また、ストレスや緊張を和らげた
り、自分のことをうまく相手に伝える練習をしたりする
グループワークも行っています。必要に応じて学内外の
相談機関等を紹介することもできます。些細なことでも
大丈夫です。「こんなことで相談してもいいのかな」と心
配せず、ご相談ください。

� （学生相談室　野﨑　千恵）

保健室紹介
　保健室では、皆さんが心身ともに健康で充実した学生
生活を送れるようにお手伝いをしています。
　学校でケガをしたり体調が悪くなったときには、応急
手当を受けたり休養することができます。
　健康診断の結果にもとづく保健指導や日々の健康相
談を通して、より健康な学生生活を送るためにはどうす
ればよいかを皆さんと一緒に考えていきます。体調面で
心配なことがあれば保健室に相談してください。
� （保健室　冨永　礼子）

カウンセリング室より
　カウンセリング室は、皆さんが日常生活で直面する悩
みについて、カウンセラーと話しながら解決や改善にむ
けて一緒に考えていく所です。
　友人や家族との関係がうまくいかない、過去の嫌なこ
とを思い出してしまう、あるいは「なんだか気力が出な
い」と感じることは誰にでもあることです。「そこから抜
け出したい」と思うのも、自然な気持ちです。
　つらい時、人は誰かに話すことで、ほんの少し心が楽
になることがあります。話していくうちに、考えがまと
まってきたり思わぬ気づきに出会うものです。
　カウンセラーには守秘義務があり、お話しされた内容
が外に漏れることはありません。また、皆さんが希望さ
れる場合には、適切な窓口へつなぐお手伝いもいたしま
す。
　うまく話せなくても大丈夫です。自分を大事にするた
めにカウンセリング室をどうぞ気軽にご活用ください。
� （カウンセリング室　瀬島　美保子）

学生相談室
保健室
カウンセリング室

キャリア支援センターとは？
　キャリア支援センターは、平日８時30分から17時まで
開室しています。進路相談や面接対策、ピアノや読み聞か
せといった実技対策などのサポートを行っています。企
業や園、施設の求人情報に加え、先輩方の受験報告など、
就職、進学に役立つ独自情報も提供することができます。
教養試験対策本など、資料の貸出も行っていますので、
いつでも気軽に立ち寄ってください。進路相談や試験対
策の個別対応は30分単位の予約制で行っています。キャ
リア支援センターの受付簿で予約してください。電話

（059-253-7000）またはメール（shinro@takada-jc.
ac.jp）での連絡も受け付けます。また、センター内の先輩
方の受験報告は、高短の歴史と伝統があってこその独自
の貴重な財産です。資料の閲覧は予約なしでいつでもOK
です。

キャリアサポーター紹介！
　公立保育園・幼稚園で長年勤務し、園長経験もあるサ
ポーター、県内企業で長年勤務するなど、経験豊富なサ
ポーター（うち、一人はキャリアコンサルトの国家資格を
所持）をはじめとする７人で学生全員に寄り添い、伴走す
ることを心がけ、就職活動のサポートを行っています。保
育者を目指す方、介護職、一般企業の総合職、一般職を目
指す方などすべての学生の皆さんを精一杯支えていきた
いと思います。昨年度は、多くの学生が公務員試験にチャ
レンジし、一定の成果を残してくれました（公立園保育職
のべ41名合格、一般
事務・警察のべ５名合
格）。今年度も一人ひ
とりの学生の皆さん
に対し丁寧に支援し
ていきます。よろしく
お願いします。
� （キャリア支援センター長　久野　嘉也）

キャリア支援センター

TEL：
 059-253-7014 （直通）

E-mail：
 gakuseisoudan
� @takada-jc.ac.jp
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　令和８年度の学生自治会執行部は子ど
も学科９名、キャリア育成学科オフィスワー
クコース３名、キャリア育成学科介護福祉
コース２名というメンバー構成です。

　今年度は４月に新入生研修、５月にTJC祭、10月に高短
祭、３月に謝恩会を開催する予定です。また、抽選会等のイ
ベントを随時企画しています。高短生の皆さん、一緒にたく
さん楽しみましょう。� （学生課）

学生
自治会
の紹介

令和7年度 高短祭の様子

部活動の
紹介 地域とつながる居場所づくり�

　2025年4月、子ど
も学科の学生が中
心となり、高田短期

大学こどもの居場所づくりプロジェ
クトを立ち上げました。子ども食堂
や居場所づくり、体験活動の提供等
をおこなっています。夏休みには、
王将フードサービスから提供いた
だいたお弁当の配布と体験活動を
準備し、5日間で200名を超える親子に参加していただき
ました。学生にとっては、実習以外で子どもや保護者とか
かわることができる機会であり、自分たちで企画等を考え
て進める機会にもなっています。子ども食堂で使う野菜は
国児学園や三重大学教育学部附属特別支援学校で子ど
もたちが育てた野菜を使わせていただいたり、地域の企
業等とのつながりも少しずつ増えたりと、居場所づくりを
とおして地域とのつながりも広がっています。子どもや子
育て中の家族の居場所としてだけでなく、学生や地域の
方々にとっても“つながる”居場所となるよう、今後も活動

していきたいと考えています。
� （たかたんこどもの居場所づくりpj顧問　中嶋　麻衣）

茶道はおもてなしの文化�
　健康効果やSNSに映える美しい緑色が注目され、抹茶
が世界でブームになっています。抹茶をたて客人にふるま
う茶道にも日本の伝統的おもてなし文化として注目が集
まっています。
　茶道部では月２回ほど専門の先生方にお越しいただき、
作法を学んでいます。部員はお互いにもてなし、もてなさ
れ、美味しい和菓子とお抹茶を味わいながら楽しく過ごし
ています。茶道部での経験は、子ども向けの文化体験の
実施、多世代・多文化の交流、さらには接遇スキルの向上
などさまざまなことに役立つ
でしょう。
　高短祭では毎年お呈茶が
あります。ぜひとも多くの人
に体験していただきたいと思
います。
� （茶道部顧問　伊藤　拓也）

令和7年度 謝恩会の様子

図書館主催の�
公開講座を実施しました�
　2025年度も、高田短期大学付属図書
館公開講座「図書館司書と楽しむ文学とお

しゃべりの講座」（全2回）を開催しました。今年度は2回通
しではなく講座別にお申込みいただきました。
　11月実施【講座1】「源氏物語 宇治十帖を味わう ― 
主人公は結局誰！？」では、すれ違いの結末を通して、作
者がこの作品で本当に描きたかったテーマは何だったの
か、この部分だけ作者が異なる可能性も踏まえながら、
考察しました。

図書館の
紹介 　2月実施【講座2】「映

画監督 ビクトル・エリセ 
― 10年に一度のめぐり
逢い」では、まず部分的
にではありますが映像と
ともに解説をお聞きいた
だき、その後作品の魅力とテーマに迫りました。
　講座の最後あるいは終了後には、皆様から感想やご意
見をいただきました。
　本講座は2026年度も引き続き開催することになりま
した。学生の皆さんの受講も歓迎いたします。
� （高田短期大学付属図書館　司書　瀬古　幸弘）
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　仏教教育研究センターは、学内にある他のセンターと
同様に「地域連携施設」であります。
　その主な活動内容は、本学の建学の精神である仏教の
学びが、学内だけに留まらず、学外の地域の方々にも広が
ることを願って、様々な講座が開かれています。年齢は問
いませんので、学生の皆さんも参加できます。高田派本山
からの寄附による共催事業ですから、参加費は無料です。
　昨年のセンター公開講座（年二回で各二時間、会場は高
田会館）は、中川結幾氏（センター研究員、高田中・高等学
校非常勤講師）による「『ともに生きる』とは―自死の活
動から―」と千草篤麿氏（特別養護老人ホーム報徳園園
長、高田短期大学名誉教授）による「三重の仏教福祉の源
流―明治・大正・昭和（終戦まで）―」でした。
　他の講座では、本学を会場にセンター研究員が講師と
なって「仏教基礎講座」（五日間終日の集中講座）と「仏教
専門講座」（二年間で月一回終日の講座）が開催され、多
くの一般の方々が受講されています。

　センター研究員は、毎
月一回、研究会を開催し
て研鑽を積んでいます
が、研究会に参加される
研究員のほとんどが外
部研究員であり、交通費
も自費で参加されてい
ます。
　大学によっては一般向け公開講座が、諸事情により縮
小削減傾向にあると聞きますと、当センターではより一
層充実した地域貢献施設であらねばと思います。
　「現代学生百人一首」（東洋大学主催）には、「定期券見
せて改札通る時言葉にならぬ誇らしさ」（80歳・夜間中学
校）、「大雨の道を急ぎて学校へぬれた教科書胸にだきし
め」（60歳・定時制高校）とありました。
　仏教教育は生涯学習です。センターの講座に来られる
方々、そして講座を担当される研究員の方々、みなさん熱
心ですし、輝いておられます。�（センター長　松山　智道）

仏教教育研究センター

 本山参詣と年四回の仏教行事について
　本学では、入学式後、新入生は高田派本山専修寺へ移動し
て、本山参詣が行われます。本学では仏教行事を通して建学
の精神を身につけますが、本山参詣はその精神発祥の地を
訪ねるものです。
　今年も、新入生は親鸞聖人座像が安置された御影堂に入
り、清水谷正尊学長から、本山の歴史、御影堂と如来堂（阿弥
陀如来立像が安置され
たお堂）の説明を聞き
ました。二つの大きな
御堂の建立と維持は、
阿弥陀如来のお心と親
鸞聖人のお心を護り伝
えようとされた先人の
多大なるご苦労の歴史
の象徴であり、新入生もその御堂に座して手を合わせ、今後
の仏教行事で唱和する読経や仏教讃歌の練習もして、建学
の精神を身につけるスタートとなりました。
　本学の建学の精神は、「仏教精神に基づく人間教育」です
が、このテーマは全国の仏教系大学でも同じです。そして、
どの仏教系大学も「仏教行事」を重んじています。それは「建
学の精神」に触れる貴重な機会になるからです。

　仏教行事では、「聖歌
隊」の仏教讃歌が会場
内に響く中、代表学生
による華籠献華・献灯
献華献香によって華や
かでかつ厳粛な空間に
身が包まれますし、今
年五月の「宗祖降誕会」

では、梅林久高先生（高田学苑・学苑長）から「親鸞聖人の降
誕会に遇えて」と題したお話しを聞くことができました。こ
のように、建学の精神が自然と身に染みこむ空間と時間、そ
れが仏教行事であります。�（仏教行事委員長　松山　智道）

 卒業式・入学式について
　令和７年度卒業証書・
学位記授与式が、３月
19日（木）に挙行されま
した。子ども学科・キャ
リア育成学科あわせて
240名の卒業生が、慣れ
親しんだ学舎をあとに
しました。

　また令和８年度入学式が、４月２日（木）に挙行されまし
た。式典は仏式にて挙行され、在学生代表による献灯・献華・
献香・華籠献華に続き、新入生代表による焼香・三帰依・誓
詞の読み上げを行いました。子ども学科・キャリア育成学科
あわせて211名が入学し、この日より新たな学生生活のス
タートを切りました。� （総務課）

 新入生研修
　令和８年度の新入生研
修が４月16日（木）に日
硝ハイウェーアリーナで
実施されました。午前は
学生自治会企画のレクリ
エーション、午後は各学
科ごとに研修を行いまし
た。子ども学科では、表

現力豊かな劇を発表し、キャリア育成学科では、チームビル
ディングを通して仲間と
協力する大切さを学びま
した。
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ボランティアで、誰かの力に。�
　誰かの笑顔を見て、胸がじんとした経験はありませんか。
「役に立てた」という実感は、言葉では言い表せないほど温
かいものです。ボランティアの醍醐味は、まさにそこにあると
私は思っています。
　地域のため、社会のため、そしてあなたの目の前にいる
"その人"のために、時間と気持ちを差し出すこと。まずはそこ
に出発点があります。高齢者の方の話し相手になる、子ども
や障害のある方に寄り添う、パソコンの操作をやさしく教え
る。特別なスキルよりも、「役に立ちたい」という純粋な気持
ちが、人と人をつなぎます。そしてその瞬間、あなたを必要と
している誰かの表情が変わる。その小さな変化に、思いやり
の心は育まれ、関わるすべての人の心がじんわりと温かくな
る。これは、飛び込んでみた人にしか味わえない、双方の幸

せです。
　達成感や充実感、自
己肯定感は、「誰かの役
に立てた」という経験の
後に、自然とついてくる
もの。ボランティアは自
分を磨く手段ではなく、
誰かに寄り添う行為の
中で、気づけば自分も変わっていた——そんな体験です。
短大生である今だからこそ感じられる感受性や若いエネル
ギーは、地域の方々にとってかけがえのない力になります。
その力を、ぜひ地域へ。
　キャリア支援センター横やロッカー前掲示板に募集を掲
示しています。一歩踏み出す勇気が出たら、２号館３階ボラン
ティア活動支援室へ。お待ちしています。
� （ボランティア活動支援室長　川喜田　多佳子）

ボランティア活動支援室

学童保育指導員歴55年の
保育者の語り研究から
　学童保育指導員として55年間、同じ場

所で働き続けてきた一人の保育者の話から、「働くこと」
の意味について改めて考えさせられた。子どもや制度、
社会が大きく変わる中で、一つの職場で働き続けてきた
点はとても特徴的である。同じ仕事を長く続ける人はい
ても、同じ場所でここまで続ける人は多くない。その歩み
からは、子どもや保護者のために現場に立ち続けてきた
思いの強さが感じられる。
　この保育者が長く仕事を続けられた理由の一つは、「学
び続ける姿勢」にある。これまでの経験に頼るだけでな
く、その時々の子どもや社会に合わせて、自分の保育の
方法を見直し、変え続けてきた。変化を受け入れ、自分も

成長しようとすることが、長く働き続ける力になっていた
のである。
　現在は70代で、若い指導員を育てながら、自分に合っ
た働き方や保育のあり方を考えている。「今の自分にでき
ること」を大切にしている姿がとても印象的であった。
　働くことは、自分自身を成長させていくことでもある。
学びながら自分にできることに取り組み、それが誰かの
役に立つ。その積み重ねが、自分の生き方をつくっていく
のだと感じた。
　そして、このような保育者の話を多くの人に伝えていく
ことが、自分の役割の一つであると考え、今後の研究活
動に取り組んでいきたい。

� （子ども学科准教授　林　幹士）

研究
余滴
研究
余滴
研究
余滴

「ここで学びたい」が生まれる理由�
� 学生広報スタッフの活躍

　高田短期大学のオー
プンキャンパスでは、在
学生で構成される「学生
広報スタッフ」が大活躍
しています。令和８年度
は、子ども学科５名、キャ
リア育成学科オフィス
ワークコース２名、介護

福祉コース２名の計９名が任命されました。キャンパスツ
アーで学内を案内したり、体験イベントを一緒に盛り上

げたりと、オープンキャン
パスを楽しく、分かりやす
くしてくれる心強い存在
です。先輩だからこそ話
せる学生生活のことや授
業の雰囲気など、高校生
の疑問や不安にも気さく
に答えてくれます。参加者アンケートには、「在校生との
交流が多く、実際の声を聞けてよかった。楽しんで学校
生活をおくれそうだなと思った」「在学生の方や先生方の
雰囲気がめっちゃ良かったです！」という声が寄せられて
います。高田短期大学のリアルな魅力を知りたい人は、
ぜひオープンキャンパスで学生広報スタッフに会いに来
てください！� （入試広報委員長　廣田　千明）

学生広報スタッフ
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介護福祉の魅力を、
このキャンパスから
キャリア育成学科　小倉　和也
　はじめまして。今年度から着任いたし
ました。介護福祉演習や介護実習を担
当いたします。どうぞよろしくお願いし
ます。また、オープンキャンパスで訪れる高校生の皆様、介護
福祉は、人の笑顔と「その人らしさ」を支える奥深く、魅力的な
分野です。この高田短期大学という素敵な場所で、一緒に楽し
く、実践的に学んでいけることを楽しみにしています。キャン
パスで見かけたときは気軽にお声がけください。

地域社会とつながる学びを
キャリア育成学科　松下　昌史
　本年度よりキャリア育成学科に着任
いたしました。主に経営学や社会学、経
営管理論などの講義を担当しています。
授業では、学生が自ら考え、他者との協
働や地域社会とのつながりを意識しながら学べるよう努めて
まいります。まだ学ぶことも多い立場ですが、学生のみなさん
とともに成長し、「たかたん」での学びが将来の仕事や生活に
つながるよう支えていきたいと考えております。どうぞよろし
くお願いいたします。

再び学びの場へ
子ども学科　金森　まさ子
　緑豊かなキャンパスに戻り、子ども学
科に再び着任いたしました。保育の仕事
は、楽しく自分を成長させてくれる尊い
仕事です。幼児教育に携わってきた経験
の中で、振り返れば子どもや保護者、同僚たちからいろいろな
学びがあったことに気づかされます。この学びを活かし、保育
の場で活きる内容を学生と共に考えていけたらと思っていま
す。学生たちのにぎやかな楽しそうな声を聴きながら、新たな
気持ちでまた学生たちと共に学び合いたいと思います。

一人ひとりの思いを大切に
キャリア支援センター　久野　嘉也
　４月よりキャリア支援センターでお世
話になっています。これまで県立高等学
校、県教育委員会事務局で様々な仕事
に携わってきました。特に何ができると
いう特徴はありませんが、目の前の仕事に真摯に向き合うこ
と、他者に対して丁寧に接することはできると思います。学生
一人ひとりと丁寧に向き合い、それぞれの主体性を尊重しな
がら進路実現に向けて支援していきたいと考えています。

　前年度の高田短期大学通信の中で、短大部会の活動の見
直しを検討することをお知らせしました。これまで50年を
超えて卒業生を送り出し、卒業の際に、その年度の理事とし
て多くの皆様に大変お世話になってきました。近年では、高
短祭でバザーを行い、その収益金を同窓会開催に係る通信
費として補助してきました。
　今回、これまでの活動を見直し、バザーの終了、理事への
文書発送の終了、同窓会の通信費補助の終了を決定いたし
ました。今後は、高田学苑樹心同窓会本部との円滑な連携を
もち、短大部会として活動していきたいと思います。
　高田学苑樹心同窓会のホームページにて、短大部会の活
動等も掲載できればと考えています。また、ホームページ内
には高田学苑樹心同窓会のイベントがたくさん掲載されて
いますので、是非ご覧になり、ご参加いただきますようお願
いいたします。今後とも、短大部会の活動にご理解、ご協力
いただきますよう、お願いいたします。

� （堀内　由香里）

 同窓会の近況

着任のみなさん

今号の表紙の題字デザインについて

　「高田短期大学通信」の題字デザインを2026年4月
15日から5月22日まで募集したところ全部で6点の応
募がありました。どれも力作で1点を選ぶのが大変難し
かったのですが、最終的にキャリア育成学科１年生の松
山莉々花さんの作品に決定しました。
　なお、表紙の写真も募集を行いましたが、写真につい
ては応募数が少なく、選考の結果、該当作はありません
でした。そのため今回は、学校で撮影したものを掲載さ
せていただくこととさせていただきました。

　応募してくださった皆さん、ありが
とうございました。
　今後も募集を予定しておりますので、
皆さんからのご応募をお待ちしており
ます。� （図書委員会）
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我
が
人
生
の
失
敗
談

　
「
人
生
余
滴
」を
執
筆
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、私
の
人
生
、

人
様
に
お
話
し
す
る
ほ
ど
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、と
り
あ
え

ず
失
敗
談
を
二
つ
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、小
学
校
の
頃
の
失
敗
で

す
。小
学
校
へ
は
電
車
通
学
で
し
た
。

あ
る
日
の
下
校
時
、電
車
に
乗
ろ
う

と一
歩
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
、突
然
大

き
な
鉄
の
車
輪
が
目
の
前
に
現
れ
ま

し
た
。ホ
ー
ム
と
電
車
の
間
に
落
ち

た
の
で
す
が
、事
態
が
飲
み
込
め
な

か
っ
た
の
か
、怖
い
と
思
っ
た
記
憶
は

あ
り
ま
せ
ん
。駅
員
さ
ん
に
引
き
上

げ
て
も
ら
い
、事
な
き
を
得
ま
し
た
。

　

も
う一つ
は
、今
か
ら
四
十
五
年
ほ

ど
前
の
失
敗
で
す
。当
時
、私
は
ド
イ

ツ
の
ボ
ン
大
学
に
留
学
し
、貝
殻
の

成
長
輪
が
ど
の
よ
う
な
周
期
で
作
ら

れ
る
の
か
を
飼
育
実
験
で
調
べ
て
い

ま
し
た
。貝
殻
に
は
細
か
な
成
長
輪

が
あ
り
ま
す
。作
ら
れ
る
周
期
が
わ

か
れ
ば
、化
石
の
貝
殻
の
成
長
輪
を

カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
、大
昔
の
出
来

事
も
細
か
な
時
間
精

度
で
調
べ
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

実
験
地
に
選
ん

だ
の
は
、ド
イ
ツ
最

北
部
シ
ル
ト
島
の
干
潟
で
し
た
。

一
九
七
八
年
の
夏
、セ
イ
ヨ
ウ
ザ

ル
ガ
イ
に
印
を
付
け
て
放
し
、定

期
的
に
回
収
し
て
成
長
輪
を
調
べ

る
実
験
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
年
の
冬
、ド
イ
ツ
は

「
世
紀
の
大
寒
波
」に
襲
わ
れ
ま
す
。

実
験
の
様
子
を
確
認
す
る
た
め
訪
れ

た
干
潟
は
、一
面
厚
い
氷
に
覆
わ
れ
て

い
ま
し
た
。干
潮
時
刻
を
頼
り
に
氷

上
を
進
ん
だ
私
は
、干
潟
が
見
え
て

い
る
と
思
っ
た
黒
い
隙
間
に
足
を
踏

み
入
れ
ま
し
た
。し
か
し
、そ
こ
は
海

水
面
で
、私
は一
瞬
に
し
て
氷
の
下
へ

沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

必
死
に
よ
じ
登
ろ
う
と
し
ま
し
た

が
、首
か
ら
下
げ
た
カ
メ
ラ
が
邪
魔

を
し
て
氷
の
上
に
上
が
れ
ま
せ
ん
。

私
は一
度
水
中
に
潜
り
、カ
メ
ラ
を
外

し
て
氷
上
へ
放
り
投
げ
ま
し
た
。そ

し
て
再
び
浮
上
し
、か
ろ
う
じ
て
氷

の
上
へ
這
い
上
が
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。真
冬
に
ぬ
れ
た
体
で
宿
舎

に
帰
る
ま
で
の
二
キ
ロ
の
道
の
り
の

寒
さ
は
、今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
ん
な
お
話
を
し
た
後
で
は
、皆

さ
ん
は「
以
後
、心
を
入
れ
替
え
て

命
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
に
し
ま
し

た
」と
い
う
教
訓
話
を
期
待
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。し
か
し
、喉
元
過
ぎ
れ
ば

何
と
や
ら
、そ
れ
以
後
も
気
楽
に
生

き
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
も
七
十
五
歳
に
な
り
ま

し
た
。高
田
短
期
大
学
で
親
鸞
聖
人

の
教
え
に
触
れ
る
機
会
を
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
、残
る
人
生
、心
し
て

毎
日
を
過
ご
さ
ね
ば
と
、自
分
に
言

い
聞
か
せ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

負債の部
科　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　 減

固定負債 （284,165,800） 281,897,578 （2,268,222）
　　退職給与引当金 284,165,800 281,897,578 2,268,222
流動負債 （537,612,102） 406,345,835 （131,266,267）
　　未払金 84,074,972 63,744,986 20,329,986
　　前受金 291,450,000 252,620,000 38,830,000
　　預り金 25,385,458 28,111,725 △2,726,267
　　修学旅行費預り金 52,035,417 55,896,024 △3,860,607
　　卒業諸費預り金 6,043,675 5,973,100 70,575
　　賞与引当金 78,622,580 0 78,622,580
負債の部合計 （821,777,902） （688,243,413） （133,534,489）
純資産の部

科　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　 減
基本金 （13,172,921,523） （13,122,609,574） （50,311,949）
　　第１号　基本金 13,000,921,523 12,950,609,574 50,311,949
　　第４号　基本金 172,000,000 172,000,000 0
繰越収支差額 （△5,598,200,919） （△5,335,695,344） （△262,505,575）
　　翌年度繰越収支差額 △5,598,200,919 △5,335,695,344 △262,505,575
純資産の部合計 （7,574,720,604） （7,786,914,230） （△212,193,626）
負債及び純資産の部合計 （8,396,498,506） （8,475,157,643） （△78,659,137）

公  告  令和 7 年度における学校法人高田学苑の決算は次のとおりですので、高田学苑寄附行為第 76 条の規定に基づき公告いたします。  
学校法人 高田学苑

　　　　　　　　　　　　　　　　　貸 借 対 照 表（令和 8 年 3 月 31 日）　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

資産の部
科　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　 減

固定資産 （7,946,251,712） （7,999,005,757） （△52,754,045）
　有形　固定　資産 （5,394,109,990） （5,579,306,462） （△185,196,472）
　　土　地 1,025,122,922 1,025,122,922 0
　　建　物 3,511,217,464 3,701,141,187 △189,923,723
　　構築物 452,046,185 501,687,800 △49,641,615
　　教育研究用機器備品 120,552,625 85,023,738 35,528,887
　　管理用機器備品 12,105,294 9,419,708 2,685,586
　　図　書 219,306,822 224,708,029 △5,401,207
　　車　輌 23,839,200 2,283,600 21,555,600
　　学苑林 29,919,478 29,919,478 0
　特定資産 （2,519,289,330） （2,371,549,330） （147,740,000）
　　退職給与引当特定資産 282,000,000 282,000,000 0
　　施設設備拡充引当特定資産 2,237,289,330 2,089,549,330 147,740,000
　その他の固定資産 （32,852,392） （48,149,965） （△15,297,573）
　　借地権 2,257,500 2,257,500 0
　　電話加入権 1,285,980 1,285,980 0
　　ソフトウェア 14,268,100 15,960,230 △1,692,130
　　有価証券 3,297,674 13,297,674 △10,000,000
　　差し入れ保証金 350,000 350,000 0
　　長期前払金 11,393,138 14,998,581 △3,605,443
流動資産 （450,246,794） （476,151,886） （△25,905,092）
　　現金預金 346,120,461 300,889,191 45,231,270
　　未収入金 45,626,097 113,003,318 △67,377,221
　　前払金 66,000 66,000 0
　　立替金 355,144 324,253 30,891
　　修学旅行費預り資産 52,035,417 55,896,024 △3,860,607
　　卒業諸費預り資産 6,043,675 5,973,100 70,575
資産の部合計 （8,396,498,506） （8,475,157,643） （△78,659,137）

人生
余滴
人生
余滴
人生
余滴

○退　職
　子ども学科　　　　　特任教授� 大野　照文
　子ども学科　　　　　助　　教� 古谷　　淳
　キャリア育成学科　　准 教 授� 橋本　　晃
　キャリア育成学科　　講　　師� 杉本あゆみ
　キャリア育成学科　　助　　教� 江淵　　剛

　キャリア支援センター長� 山本　順三
　総務課� 金丸　博文
　ボランティア部� 杉谷　哲也

○異　動
　短期大学事務局次長より学苑本部事務局長へ� 小津　美佳

《 

人
　
　
事 

》

大 野  照 文
元特任教授
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子ども学科
◆私立保育園
イオンゆめみらい保育園津南、伊勢けいゆう塾ケ
アひかり、伊勢けいゆう塾保育園、内部ハートピア
保育園、嬉野保育園、えがおあけぼの保育園、大
山田東保育園、神戸保育園、志登茂保育園、佐
八保育園、第二長太ノ浦保育園、ちいさな保育
園、つくし第二保育園、つくし保育園、鼓が浦保
育園、ドリームハウス保育園、ながさわ保育園、長
太ノ浦保育園、七和保育園、野登ルンビニ園、久
居保育園、三重大学さつき保育園、みどり保育園、
山室山保育園、わかすぎ保育園、泉の杜保育園

（愛知県）、株式会社WITH（東京都）、こどもの
まち杉村保育園（愛知県）、多摩センターエンゼル
ホーム（東京都）
◆私立幼稚園
エンゼル幼稚園、高田幼稚園
◆私立こども園
愛育こども園、愛華こども園、暁の星こども園、石薬
師認定こども園、いそやま保育園、いつきのみやこ
ども園、きしだこども園、蔵持こども園、白百合幼稚
園、高田保育園、津こども園、認定こども園くわな、
のべの幼稚園、藤認定こども園、ふたば幼稚園、
松阪清泉愛育園、めいりんこども園、明和ゆたか
園、杜の街ゆたか園、よっかいちひばり認定こども
園、打瀬保育園（千葉県）、飛島保育園（愛知県）
◆公立保育園
伊賀市立猪田保育所、伊賀市立しろなみ保育所、
伊賀市立柘植保育所、伊勢市立保育所きらら館、
伊勢市立保育所ゆりかご園、亀山市立神辺保育
園、桑名市立城東保育園、菰野町立竹永幼保
園、菰野町立千種幼保園、玉城町立有田保育
所、玉城町立田丸保育所、津市立安濃保育園、
津市立川合保育園、津市立橋南保育園、津市立
こべき保育園、津市立相愛保育園、津市立高洲
保育園、津市立千里ヶ丘保育園、津市立野村保
育園、津市立ひとみね保育園、津市立北部保育
園、鳥羽市立あおぞら保育所、松阪市立三郷保
育園、松阪市立第二保育園、松阪市立西保育
園、四日市市立ときわ保育園、下呂市立かみはら
子育て・保育ステーション（岐阜県）
◆公立保育園（会計年度職員）
津市立安濃保育園、津市立乙部保育園、津市
立橋南保育園、津市立北部保育園、松阪市立

大河内保育園、松阪市立白鳩保育園、大阪市
立保育園
◆公立幼稚園
津市立藤水幼稚園、津市立桃園幼稚園
◆公立こども園
亀山市立関認定こども園アスレ、菰野町立朝上こ
ども園、志摩市立磯部こども園、四日市立神前こ
ども園
◆公立こども園（会計年度職員）
津市立一志こども園、津市立香良洲浜っ子幼児
園、津市立津みどりの森こども園、津市立白山こど
も園、松阪市立飯南たんぽぽこども園、松阪市立
やまなみこども園
◆その他の公務（会計年度職員）
県立稲葉特別支援学校、津市保育こども園課
◆施設
いなば園くすのき寮、心きらきら、聖マッテヤこども
の家、三重済美学院、みどり自由学園、伊賀さくら
苑、通園めだか
◆企業

（株）Wiz Field、（株）エイジェック、（株）イング
◆進学
皇學館大学

キャリア育成学科 （オフィスワークコース）
◆建設業

（株）アイフク・テック
◆製造業
エイベックス（株）、（株）遠藤製作所、（株）オクム
ラ、（株）トピア、（株）パーソナック、（株）ヨシザワ、
住友電装（株）、平和製粉（株）、美和ロック（株）
◆情報通信業

（株）サイネックス
◆運輸業、郵便業

（株）日本陸送、三重交通（株）
◆卸売業、小売業
ICDAホールディング（株）、栄光真珠（株）、（株）く
すりのアオキ、（株）スズキ自販三重、（株）ハート（ふ
じ調剤薬局）、（株）ホンダパーツ中部、トヨタカロー
ラ三重（株）、ネッツトヨタノヴェル三重（株）、ネッツト
ヨタ三重（株）、三重いすゞ 自動車（株）、三重ダイ
ハツ販売（株）、三重トヨペット（株）、ユニー（株）
◆金融業、保険業

（株）三十三銀行、桑名三重信用金庫
◆宿泊業、飲食サービス業
サン浦島ホールディングス（株）、日本メナード化

粧品（株） メナード青山リゾート
◆生活関連サービス業、娯楽業

（株）マルトアシステム津営業所、（株）プレイス＆
アビリティ（愛知県）
◆教育、学習支援業
三重高等自動車学校
◆医療、福祉
あけあい会、いせ眼科クリニック、MSMCみどりク
リニック、恩賜財団済生会松阪総合病院、さの整
形外科クリニック、遠山病院、丸の内まつなが眼
科、三重ハートセンター、ヤナセメディケアグループ、
津北整形外科
◆複合サービス事業
松阪ケーブルテレビ・ステーション（株）、三重商工
会連合会
◆サービス業

（株）トヨタレンタリース三重、パーソナルファクトリー
パートナーズ（株）、（株）レソリューション（愛知県）
◆その他のサービス業
伊勢労務管理事務所
◆公務
三重県職員（学校職員B）、三重県警察官B、
大阪府警行政職（警察事務）（大阪）

キャリア育成学科 （介護福祉コース）
◆老人福祉施設
特別養護老人ホーム かなしょうず園、特別養護
老人ホーム きずな、特別養護老人ホーム グリー
ンヒル、特別養護老人ホーム 双樹園、特別養護
老人ホーム なでしこ苑、特別養護老人ホーム む
つみ園、特別養護老人ホーム 明和苑、特別養
護老人ホーム やまゆりの里、特別養護老人ホー
ム 多気彩幸、特別養護老人ホーム 優美、特別
養護老人ホーム くすのき園、介護老人保健施設 
あのう、介護老人保健施設 つつじの里、佐藤病
院、特別養護老人ホーム 亀寿苑、特別養護老人
ホーム 安全の里、名古屋福祉施設協会（愛知
県）、まこと介護医療院（愛知県）
◆障がい者支援施設
障害者支援施設聖マッテヤ心豊苑、特定非営利
活動法人メイク
◆企業その他
松阪市立久保中学校、（株）オクムラ、ヒメヤ工業
有限会社
◆進学
名古屋芸術大学

令和７年度卒業生 就職先等一覧

子ども学科
進路先

オフィス
ワークコース
進路先

介護
福祉コース
進路先

幼稚園
3%
幼稚園
3%
幼稚園
3%

保育園
53%
保育園
53%
保育園
53%こども園

29%
こども園
29%
こども園
29%

施設
（児童等）
3%

施設
（児童等）
3%

施設
（児童等）
3%

施設
（障がい・老人）

4%

施設
（障がい・老人）

4%

施設
（障がい・老人）

4%

公務（臨時）1%公務（臨時）1%公務（臨時）1%
進学 1%進学 1%進学 1%
企業 2%企業 2%企業 2%

その他、アルバイト 4%その他、アルバイト 4%その他、アルバイト 4% 建設業 1%建設業 1%建設業 1%その他、アルバイト 4%その他、アルバイト 4%その他、アルバイト 4%

製造業
15%
製造業
15%
製造業
15%

情報通信業
1%

情報通信業
1%

情報通信業
1%

運輸業、郵便業 3%運輸業、郵便業 3%運輸業、郵便業 3%

卸売業、小売業
29%

卸売業、小売業
29%

卸売業、小売業
29%

金融業、保険業 4% 金融業、保険業 4% 金融業、保険業 4% 宿泊業、飲食サービス業 3%宿泊業、飲食サービス業 3%宿泊業、飲食サービス業 3%

医療、福祉
18%

医療、福祉
18%

医療、福祉
18%

公務 4%公務 4%公務 4%

複合サービス業
3%

複合サービス業
3%

複合サービス業
3%

サービス業
7%

サービス業
7%

サービス業
7%

企業その他
14%

企業その他
14%

企業その他
14%

障がい者
支援施設 5%
障がい者
支援施設 5%
障がい者
支援施設 5%

老人福祉施設
78%

老人福祉施設
78%

老人福祉施設
78%

その他専門サービス業 1％その他専門サービス業 1％その他専門サービス業 1％
生活関連サービス業、娯楽業 3％生活関連サービス業、娯楽業 3％生活関連サービス業、娯楽業 3％

教育、学習支援業 1％教育、学習支援業 1％教育、学習支援業 1％

進学 3%進学 3%進学 3%

　　　　　　高田短期大学通信第61号をご覧いただき、誠にありがとうございました。また、公私何かとお忙しい中、ご執
筆くださいました皆様に心より感謝申し上げます。皆様のご協力のおかげで、本学の取り組みや学びの中で心を動かしてい
る学生たちの様子、教職員の思いなどを、多くの方々にお届けすることができましたことを心よりうれしく思っております。
今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

編集後記

－16－


